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第一章「藤屋敷」、でもいつもは「お家（うち）」と呼ばれているとても静
かな家の話 いつも空に舞い上がりたそうな様子をしている家がありま
す。こんな家が、傾き加減に道路の端っこに建っていました。その家には
窓とドアとかわいい煙突があり、グレーやブルーや白など色々な色の煙を
もくもくと吐いています。こんな家は風が一吹きすればどこかに飛ばされ
てしまいそうです。悪戯好きの風がポケットに手をつっこんだまま
ヒューッと一吹きしたらその家は道路の端っこから忽然と無くなってしま
うでしょう。そうすると雲の上に、太陽と月と星に向いているドアと窓を
開け放して浮かぶ小さな家が見える筈です。家は軽やかにあちらこちらと
飛び回り、煙突から出る煙は雲と混じり合うことでしょう。こんないつも
空に舞い上がりたそうな様子をしている家があります。こういう家は本当
の家とは言えません。
また一方では、寂しそうで重苦しそうで憂うつそうな家があります。例
えば灰色の壁、格子窓、暗いスレートぶきの屋根、そして意地悪く鳴る目
覚ましの鐘のある中学校の建物。こんな中学校なんて絶対に飛んで行く恐
れは無いでしょう。風がどんなに吹いても、唸っても、暴れ回っても、冬
の夜の間怒ったようにサラバンドを踊り狂っても、この建物はびくともし
ないでしょう。薄黒く染まった壁は固い地面にしっかりとはまり込み、窓
の格子は壁石にかじりつき、鐘は夜明けにまだ眠っている人を夢から引き
離すために鳴るのです。このような中学校では、ある朝目が覚めると開け
― １７５ ―
放たれた窓越しに真っ白で丸い綿のような雲の海が目の前に広がってい
て、カワセミが流れ星と一緒に飛び回ったり復活祭の間鐘がツバメやカモ
メの群に囲まれて動き回る、なんて事は決して起こらないでしょう。
エルミーヌ、ジュール、エリックとジャックが休暇を過ごした家は軽過
ぎずまた重過ぎてもいませんでした。居心地がよく、頑丈で、陽気で、大
きくて、敷地内に広がる庭園と池の間の中央に気持ち良さそうに建ってい
て、突然舞い上がるという様子は微塵にも感じられない家でした。その家
の周りは溢れる程の数の鳥や花や噴水、動物、子供達、太陽のきらめき、
トンボ、遊んでいる子供達の賑やかな叫び声で包まれており、寂しさとは
程遠いものでした。エルミーヌとジュール、エリック、ジャックの家は幸
せそうで、白い壁に赤い屋根、緑色の雨戸があり、夕日の当たる側は蔦で、
また朝日が出る側は藤に覆われていました。軒下にはひわが巣を作り、幾
つもの煙突は沖に出ていく大西洋横断大型客船の煙突と同じくらい元気よ
く煙を吐いていました。エルミーヌと、ジュール、エリック、ジャックの
家はとても心地よい家でした。この家は「藤屋敷」と呼ばれていましたが
子供達は「お家（うち）」と呼んでいました。
第二章 四人の子供達の話 子供達にはエルミーヌ、ジュール、エリック、
ジャックという名前がありました。でもプチミネ夫妻は彼らを単に「子供
達」と呼んでいました。好きな物には複雑な名前など付け無いものです。
子供達も住んでいる建物を単に「お家（うち」と呼び、とても満足してい
ました。両親は「子供達」と呼び、子供達に満足していました。多少言う
ことをきかないにしても本当に良い子供達でしたから。長女のエルミーヌ
はとうもろこし色のブロンドの髪で二本の三つ編みのおさげをしていまし
た。毎日違った色のリボンで髪を結っていました。紫、藍、青、緑、黄、
橙、赤というように。彼女はまた冷たい水の色をした、理知的で注意深そ
うな大きな目をしていました。二番目のエリックはブロンドのお姉さんと
違って髪は真っ黒で、静かな姉と違っておしゃべりで、おとなしい姉と
違って悪戯っ子でした。「この子は私達が苛付くような悪戯を常にあれこ
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れすぐ思い付き、今度はどの悪戯をしようか迷っているの」と両親は言っ
ていました。でもそんなことはありません。彼は悪戯以外にも色んな事を
既に思い付いていましたから。一日中、寝ても覚めても色んなことを考え
ていました。三番目のジャックは、エリックが思いついた冒険や機械の仕
組みや探検話を驚きのあまり口を大きく開けたまま夢中で聞いていまし
た。とにかくジャックは何にでも驚きました。彼は質問するとき以外には
決して話しませんでした。いろんな質問をし続けてきたので賢くなってい
た筈ですが、答えをすぐに忘れてしまっていたので殆ど何も知りませんで
した。「もし僕が何でも知っていたらもう質問できなくなってしまうで
しょ。それに質問するってとても愉快なんだもの」とジャックは思ってい
ました。一番下のジュールはいつも黙っていて、一度も話そうとした事は
ありません。皆彼を小さいジュールあるいは赤ちゃんと呼んでいました。
現に彼はとても小さかったのです。ある日彼が「パパ」と言いました。皆
彼が話し始めるのではないかと思いました。でもそれは早とちりでした。
「赤ちゃん」が話したとあまりにも両親が触れ回り過ぎたので、彼はもう二
度と話そうとしませんでした。自分の考えを自分の中に仕舞い込んでし
まったのでした。そうすればもう周りからとやかく言われる心配はありま
せん。彼は歯があまり生えていませんでしたし、髪の毛も少ししかありま
せんでした。でも、自分の持っているものが大好きでした。誰でも少しし
かないものはとても大切にするものです。
エルミーヌとエリックは寮で生活して勉強している寄宿生でした。彼ら
は毎年七月十二日に家に帰ってきました。お爺さんと乳母がジャックと小
さいジュールの世話をしていました。午前十一時にはお爺さん達皆は庭園
の柵まで行き、午後一時頃にエルミーヌとエリックを乗せて意気揚々と
帰って来る車を待ちました。エルミーヌとエリックは厚紙で出来た月桂冠
をかぶり、金箔塗りの赤い大きな本を膝の上に乗せていました。それらは
彼らの得た賞でした。プチミネ夫妻とお爺さんはこの二人をとても誇らし
く思っていました。ジャックは心の内で、この世の全ての質問をしたら自
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分にも全ての答えが載っている赤い表紙の金箔塗りの本が貰えるだろう、
と思っていました。小さいジュールは何も言わず車に乗りお父さんの膝の
上に座りました。お父さんは彼の顎をくすぐりながら「ギイ、ギーユ、プゥ
プゥドゥルー、パパダダ、とても可愛い子ラミネ・ラミノ・ラミナグロビ
スちゃん」と言いました。これはおそらく言葉の発音を教えるためだっ
たのでしょう。車をつける玄関下には薄紫の藤が良い夏休みを過ごせるよ
う願いながら子供達の方へ垂れ下がり、色彩と香りで彼らを歓迎していま
した。
鐘が鳴っていました。しかしこれは小学生達を起こしたり学校に行かせ
るためではありません。夏休み初の昼食を告げる庭園の鐘の音でした。
ローストチキン、チョコレートクリーム、子供達のグラスにはほんの少し
の美味しいワイン、そして小さいジュールにはミルクスープ。「子供達が
いるわ」と乳母は言っていました。「子供達がここにいるよ」とツバメ達は
鳴いていました。「子供達がここにいるよ」と猫のレオナールは鳴いてい
ました。「子供達がいるぞ」と犬のカストールは吠えていました。「モー
モー」と牛が草地で啼いていました。「子供達がいるよ」と言っているので
す。そして真昼の日差しを避けるために雨戸を閉めた赤い屋根の「お家」
は、猫のように背を丸めて太陽に向かって喉をごろごろ鳴らしながら呟い
ていました。「子供達がいるよ。夏休みだ」と。「子供達がいる」とお爺さ
んは言い、眠ってしまいました。
第三章 プチミネ家の子供達が夏休みを過ごすときの遊びについて 昼食
の後、乳母はジャックに昼寝をさせるために来ていました。しかし夏休み
の初日は特別です。そのためジャックは毎日の義務であった昼寝を免れま
した。しかし義務とはいえ昼寝は心地よいものです。雨戸を閉めた白い大
きな部屋にたった一人閉じこもるのはなかなか気分が良いですから。部屋
の中では迷い込んだハエがブーンブーンと音を立て、真っ白なシーツはラ
ベンダーと牧場の香りを放ち、古時計はチックタックと静かに時を刻み、
そうして手の甲に蝶がそっと止まるようにすっと眠気がさしてきます。
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「さあ、遊びに行きなさい。でも汗びっしょりにならないようにね。ジュー
ルを起こさないように」とプチミネ夫人が言いました。子供達は庭園に向
かって駆け出しました。エルミーヌとエリックは真っ先に大きな樅の木の
枝に登り始めました。ジャックは、高い所がとても恐かったので下で待っ
ていました。けれどもこの大きな樅の木はとても安心感を与える木でし
た。枝は階段状に伸び、木陰は親しげに伸びていました。何年も前から隠
れ家にと、探検済みでした。揺れる天辺からは自分達の家や森、野原、農
場など、あらゆる物を誰にも気付かれずに見渡すことができます。兎にも
角にも、高いところが恐いジャックは樹脂の出ている幹の根元で少年水夫
になったつもりで遊びに参加していました。少年水夫は高い帆柱に登るに
は幼過ぎるけれど舵取りなら十分経験があります。「左舷に無人島発見！」
とエリックが叫びました。またエルミーヌも、「右舷に海賊船発見！」コオ
ロギが恋歌を歌っていました。「コロコロ、コロ、コロコロコロ」と、まる
で帆柱に吹き込む沖の風のように。そして少年水夫のジャックは即興的に
沖の嘆き歌を一人口ずさんでいました。
『風は帆の中で吹き、飛び、そして去っていく。何千個の星が彼方で光
る。苔を集めないで、食べられちゃうよ。海の上、風は泣いて、吹いて、
渦を巻く。エルミーヌは宙に浮く。ジャックが笑うのが聞こえる。くじ引
きで君が当たるよ。そして少年水夫はたったひとり甲板に立ち、心地良
いそよ風が額を撫でるのを感じる。一番若い者が食べられた、チョコレー
トの少年水夫が』
次に彼は「船長、船長、命令は何ですか？」と聞きました。するとエリッ
クはいつものようにこう答えました。「舵取りだ。そしてくじを引こう」
「いやだ。いやだよ！」と食べられたくないジャックは叫びました。でもい
つも最後にはくじを引き、食べられてしまうのは少年水夫でした。ジャッ
クは食べられることはとても嫌でした。彼は泣いてしまいました。エル
ミーヌが、本当に食べられたりはしないのだと慰めなければならなかった
のです。「どうして僕は食べられないの？」と彼は聞きました。「小さ過ぎ
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るからよ。それに歌の中で食べられるのは一番若い者でしょ。あなたは一
番若くはないでしょ。ジュールよ」するとジャックはまた泣き出しました。
「ジュールが食べられるなんて、いやだ！いやだよ！」しかしその日は、誰
を食べるかを決めるどころではありませんでした。エリックが叫びまし
た。「左舷に未確認船舶発見」「未確認船舶が見える」とエルミーヌが繰り
返しました。すると全てが一変しました。エリックとお姉さんは転がるよ
うに樅の木の枝を駆け下りてきました。黒髪で褐色の肌の、ぼろを纏った
少年が、庭園の柵の所に姿を現したのでした。乗組員全員の船長、船員、
少年水夫はその少年を出迎えに飛んで行きました。
第四章 物語後半で重要な役を演じるリュドヴィックという名の青年放浪
者の出現 みかけない青年は１６歳位で痩せてはいるが背が高くがっしりと
した男でした。髪はもじゃもじゃ、目は暗色で生き生きしており、日焼け
していて、埃まみれで裸足でした。片手に全財産を詰めたと思われる小さ
な風呂敷包みを提げ、もう片方の手には色褪せた赤いスカーフで包まれた
ヴァイオリンを持っていました。「やあ」と彼は挨拶しました。子供達は驚
いて彼をじっと見つめていました。「こんにちは」と丁寧に返しました。
「ご両親はいらっしゃいますか？仕事が欲しいのです。何でもできます。椅
子の藁の詰め替え、鍋の錫メッキ、磁器の修理、機械での脱穀、庭仕事、
ペンキ塗りや壁紙張りなど。それにヴァイオリンも弾けるし大人も子供も
喜ばせられます。トランプ手品や黒魔術、白魔術、歯痛の治療、煙突掃除、
ダンス、お芝居もできます。僕はたくさん歩きました。今日はとても暑い
です。何か食べる物と仕事が欲しいのです」
「お願い、ヴァイオリンで何か弾いて下さい」とエルミーヌが頼みまし
た。「それではボヘミアのワルツを弾きましょう」彼は風呂敷包みを置き
ヴァイオリンを取り出しました。そしてヴァイオリンを弾きながら子供達
と一緒に家の方に進んで行きました。彼がヴァイオリンの上に頭を傾け楽
器を弾き始めると、庭園は静まり返りました。小鳥達は口喧嘩を止め、コ
ウロギ達はギシギシ鳴くのを止め、噴水の水の勢いは弱まり、しぶきは音
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を立てずに水盤を撫でながら流れ、子供達は足音を忍ばせて小道を歩きま
した。その曲は悲しくもあり、楽しくもあり、六月の雨のように優しく、
朝日のように輝き、花火のように強烈で、また朝夕ずっと何も考えず眠り
もせず起きもせずに聞き続けられるような曲で、野生的で、巧妙で、弾む
ようでいて静かな曲でした。エルミーヌとエリック、ジャックは息を潜め
ました。するとヴァイオリン弾きの弓の上にうぐいすが一羽止まりまし
た。
「何をしているのだね！」プチミネ氏が家の玄関の階段の上に姿を見せ
たところでした。彼は非常に怒った様子をしていて眉をしかめていまし
た。「エリック、ジャック、エルミーヌ、こちらに来なさい」見知らぬ若者
はヴァイオリンを弾くのを止めました。うぐいすは飛び去りました。庭園
全体に再び音が響き渡り、騒がしくなり、あちらこちらから小鳥の歌声が
聞こえてきました。若者はプチミネ氏に近付いて行きました。
「今日は。仕事と寝る所をお願いしに来ました。何でもできます。椅子
の藁の詰め替え、鍋の錫メッキ、磁器の修理・・・」「君は鶏の首を捻っ
たり兎狩が何よりも得意だろう。今のところここでは誰も必要としていな
いのだ。旅を続けたまえ」若者は真っ赤になりました。「しかし・・・」と
口ごもりました。「でもお父さん・・・」と、子供達は熱心に頼みました。
「お父さん」とエルミーヌはプチミネ氏の腕にしがみ付いて言いました。
「この人がヴァイオリンを弾くのを聞いてみて。こんなに上手にヴァイオ
リンが弾ける人は、鶏や兎に悪さなんてできないわ」「もう言うな。私に
は分かるのだ」とプチミネ氏は答えました。「若者よ、もう二度と私の庭園
の中に入ってぶらつかないでほしい！早く出て行ってくれ」若者は自分を
こんなに手荒く追い払った人に不満と怒りに満ちた視線を投げかけ、振り
向きもせずに去って行きました。「いいかいお前達。もう二度と浮浪者と
なんか遊ばないこと。分かったかい」そうしてプチミネ氏は飲みかけの
コーヒーを終わりにしに、居間に戻りました。
父親が見えなくなるとすぐにエルミーヌはエリックとジャックを引き連
― １８１ ―
れて道路に面した庭の小さな戸口に向かって駆け出しました。戸を開ける
と放浪者は道端の大きなポプラの木の下に座っていました。彼は悲しそう
で落胆した様子をしていました。子供達はそっと近付きました。「心配し
ないで。エリック、急いで戸棚の中から何か食べ物を持って来て。アンヌ
や乳母に見られないように気を付けてね。昼食を食べて少し休んだらカス
グランお爺さんの農場に行くと良いよ。あそこなら人手が足りない筈だか
ら」「君達はいい子供達だ」と、若者は言いました。「僕の名前はリュド
ヴィック。君達が僕にしてくれたことは絶対忘れないよ」リュドヴィック
は、エリックが持ってきてくれたものを食べ泉で水を飲みました。子供達
と別れる頃にはもう友達になっていました。リュドヴィックは大きく手を
振りながら道の端に消えていきました。
第五章 子供達がどのようにして物を分解する情熱に駆られたか、その結
果起こる災いの始まり それから数日後、両親は出かける事になりまし
た。ドゥラキン将軍に招待され一週間、彼の所有地でグラント船長、
ショパール夫妻、コルコラン船長、カマンベール工兵と共に過ごす事
になったのです。「お爺さんは子供達を見ていて下さい。乳母は彼らの世
話をして下さい」とプチミネ氏が頼みました。「もちろん」と言ったがお爺
さんは眠ってしまいました。プチミネ夫妻は上等の洋服を着、フレッ
シュバターと生クリーム色の手袋を身に着け、子供達に言いました。「い
いこと、お利口にしていなさいよ。居間の振子時計を分解しないこと。そ
してマッチで遊ばないこと」「もちろん分かっているよ」と、無人島ごっ
こをしていた子供達が言いました。でも両親が背を向けると直ぐに居間に
走り、振子時計を分解しにかかり、台所へマッチを探しに行きました。「な
んて良い考えなのだろう。振子時計をばらばらにしたりマッチに火を燈し
たりしてとっても楽しく遊べるぞ」とエリックが言いました。子供達は両
親の言った事など全く聞いていません。居間の振子時計を分解すると
ジャックはお爺さんを探しに行き、何故時計が動かなくなったのか訊きま
した。お爺さんはとても不機嫌になりました。髯を撫で肘掛け椅子に腰を
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下ろし、「もちろんだ」とやっと一言言うとまた眠ってしまいました。する
とジャックはマッチで遊びたくなり、お爺さんの髯に火を点けたらどうな
るか見たくなりました。でもエルミーヌはそれは禁じられているのよと諭
しました。「どうして？」とジャックは訊いたので、エルミーヌはジャック
に「天の髯の話」を聞かせました。「二種類の髯があるのよ。普通の髯と天
の髯が。普通の髯は本物の毛でできていて、櫛で梳いたり、切ったり、撫
で付けたりしなくてはならなく、黒、金、栗、灰など色々な色をしている
の。何の功績も無い人は普通の髯を生やしているのよ。でも天の髯は老い
た、とても学識の深い人にだけ与えられるご褒美なの。そのため一生の間
勤勉で従順で善良で理知的な人生を送った人には、夏のある夜、一塊の白
い雲が降りてきて窓から入りその人の顎に止まり、二度と離れなくなる
の。それが天の髯。お年寄りやフランス・アカデミーの会員、教師や教授
達はほぼ全員この天の髯をつける権利を持っているの。それは神からの最
上のご褒美で、皆が最も欲しがっているの。だから決して天の髯にマッチ
の火を近付けてはいけないの」ジャックはその話を瑪瑙のビー玉のように
目を丸くして聞いていました。「でもそんなの嘘だよ」とジャックが言い
ました。「もちろん。でも素適でしょ？」とエルミーヌは答えました。
ジャックは例え嘘でも素適な物語が好きだったのでこう訊きました。「ど
うしていろいろな種類の振子時計や腕時計があるの？」するとエルミーヌ
は「振子時計の木の森の話」を語り始めました。「水平線の向こう側にある
黒山脈には広大で深い振子時計の木の森があるの。振子時計の木は、特種
な木で、花や実の替わりに振子時計や腕時計、目覚まし時計、ブレスレッ
ト風の腕時計、懐中時計、鳩時計、蛍光文字盤時計をぶら下げているわ。
振子時計の木の森に入ると、強い風が吹いていてまるで全ての枝を揺らし
ている様に聞こえるの。それは何千もの腕時計や振子時計がチクタクと動
き、太陽の下で熟しつつある音。黒山脈の樵達は時計屋樵と呼ばれている
の。彼らは振子時計の木の世話をするの。水をやり、接ぎ木をし、枝を刈
込み、雑草や雨、乾燥や風から守るの。一所懸命世話をしてやらないと振
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子時計の木は病気になり、歪んでしまうからね。病気の木には悪い実が生
るの。それらの実は進んだり遅れたりするの。振子時計の木の実が進んだ
り遅れたりするととても困った事になるのよ。特にそれが振子目覚まし時
計の類であると。この時計だけ七時前後にジリジリジリと鳴るので、とて
も不愉快なの。他の目覚まし時計の木は午前七時になると鳴るのに。それ
で、時計屋樵は振子時計の木の所へ大きい剪定鋏を持ってやって来て、健
康な状態に戻してくれるの。「でも嘘でしょ？」とジャックは叫びました。
エルミーヌは肩を竦めました。「もちろん。でもきれいでしょ」片目を開け
たお爺さんは「もちろん」と言うとまた眠ってしまいました。
第六章 分解されるのに我慢できなくなった「物」達はどのように大決心
をしたのか 月曜日の朝、子供達は居間の振子時計をバラバラにしまし
た。午後、それがとても楽しく面白くまた為になったので、料理人のマリ
アのコーヒー挽きを分解しました。火曜日の朝、グランドピアノを分解し
始めました。とても大掛かりな作業だったので子供達は大変苦労しまし
た。小さいジュールが手伝いに来ていましたが、ピアノの中に落ちてしま
いました。そのためロープやツルハシ、梯子、ピッケルを装備した救援隊
を送らなくてはなりませんでした。小さいジュールはとても恐い思いをし
ました。午後、グランドピアノの分解を完了しました。水曜日の朝、食堂
のシャンデリアを分解し始めました。小さいジュールは手伝おうとしまし
たが、シャンデリアと一緒に飛ばされそうになりました。エルミーヌが窓
を開けておいたため、シャンデリアは風で危険な程に揺れ、飛行船のよう
に飛んで行きそうになったのです。しかしエリックが配線を強く引っ張っ
たので、シャンデリアはジュールを乗せたまま子供達の所に落ちました。
午後、ラジオをバラバラにしました。スピーカーを飲み込んだ小さい
ジュールは英語とドイツ語、中国語、スペイン語で話し出しました。皆は、
彼が語学の天才になったのかと思いましたが、それは早合点でした。エル
ミーヌが彼の背中を叩くとスピーカーを吐き出し、また元通り押し黙って
しまったのです。木曜日の朝。全ては一変しました。マリアはバラバラに
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なったコーヒー挽きを見つけるととても気分を害して乳母の所へ行き、
「子供達を罰さなくては。コーヒー挽きをバラバラにしたのですよ」と言い
ました。「全くです」と、乳母は答えてお爺さんの所へ行きました。「子供
達を罰しましょう。彼らは居間の振子時計、マリアのコーヒー挽きにグラ
ンドピアノ、食堂のシャンデリアにラジオをバラバラにしたのです。この
まま勝手にさせておいたら家までバラバラにしてしまうわ」「もちろん」
と叫ぶとお爺さんはまた眠ってしまいました。乳母は天に祈るが如く両手
を空に向けて上げた後、ジュールを抱えると泣きながら庭に飛び出しまし
た。「なんということかしら！もう子供達を止める手立てが無いなんて。
あの子達はちっとも言うことを聞きやしない。ああ両親さえいたら！」何
と正にその時、両親から滞在先のドゥラキン将軍の家は居心地が良いので
まだ帰らない、という内容の手紙が届いたところでした。乳母が発した言
葉は、眠っているお爺さんを除いた他の皆の耳に幸いにも届きました。
「彼らは家を分解するのだって」とオウムのココが猫のレオナールに伝え
ました。そして家の中を散歩する猫のレオナールは「彼らは、家全体をバ
ラバラにしたいんだって」と二階の鏡付き洋服箪笥に伝えました。思慮深
い鏡付き洋服箪笥は火掻き棒らに「彼らは家を上から下まで分解するつも
りなんだ」と冷静に伝えました。火掻き棒らは箪笥に、箪笥は洋服箪笥と
大箱に、洋服箪笥と大箱はランプに、ランプは肘掛け椅子と椅子に、肘掛
け椅子と背あて付き椅子はカナリアのニコデムとインコのプルシェリに告
げました。カナリアとインコは一日中「彼らは、カナリアとインコをバラ
バラにしてどの様に出来ているのかを調べるんだって。カナリアとインコ
を分解しようとしている」と繰り返しました。そしてカナリアとインコは、
涙が涸れる程泣きました。「泣いても無駄だ。何にもならない。行動に移ら
なくては」と入り口のストーブがたしなめました。「行動に移らなくては」
と鏡付き洋服箪笥が言いました。「行動に移らなくては」と背あて付き椅
子と肘掛け椅子が繰り返しました。「行動を開始するぞ！」と鏡達が叫び
ました。「行動開始！」と箪笥らは最後に宣言しました。そして火が点った
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ばかりのオーブン付き鋳物製竃（かまど）が、「目にものを見せてやる」と
喚きました。その夜家の中が寝静まると家庭器具、友達の動物達は重要作
戦会議を開きました。彼らは兄弟のように団結し、列をなして居間に入っ
て行きました。中国の壷は大鍋と腕を組み、片手鍋はペルシア絨毯の隣に、
配膳室の白木の椅子は喫煙室のつづれ織の肘掛椅子の傍らに、そして最後
にチーズ下ろしが歩いて行きました。鏡付き洋服箪笥が司会を務めまし
た。みんなで家庭器具の賛歌を歌い始めました。『僕らは道具、家庭用品
だ。静かで、几帳面で、ちょっとした事に満足する。埃を払われ、僕らは
使われる。ランプ、マッチ、カーペット、宝石、箒、肘掛け椅子、カーテ
ン、鏡、朝から晩まで自由に使われ自尊心の無い器具、僕らは人間に有益
に仕えている。僕らは年がら年中忠実だ。』「会議を開きます」と、鏡付き
洋服箪笥が宣言しました。「発言は猫のレオナール！」すると、「私が最初
に話したい」と、オウムのココが叫びました。暫くの喧騒の後やっと静ま
り、審議が始まりました。決定された事は・・・。今に分かりますよ！
第七章 「物」達がとった決議はどうなったのか、そして子供達はどのよ
うに反応したのか 木曜日の朝子供達が起きると「今日は何を分解しよう
か？」とエリックが訊きました。「階段の手摺の端にある銅球を取り外し
て中に何が入っているか視るの」とエルミーヌが宣言しました。「分かっ
た」と皆は答えるとすぐさま作業に取り掛かるためにまっしぐらに階段に
駆けて行きました。しかし会話を聞いていた階段はいつものようには彼ら
を迎えてはくれませんでした。通常階段は頑丈で揺れることなど無く、歩
くと安心感があるものです。でもその日階段は全く変でした。草叢にいる
蛇のようにうねっていました。手摺に掴まろうとすれば手摺はマシュマロ
のように柔らかくなり、絨毯は足の下で猫の毛を毛並みに逆らって撫でた
時のようにピクピクと動きました。エルミーヌは一歩、二歩と階段に足を
踏み入れ、ジャックは後を付いて行きました。エリックは何が起こってい
るのか分からずに彼らを見つめていました。今度は彼も階段に踏み入りま
したが、次の段に足を置いた瞬間ストンと段が下がりました。エリックは
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転び、すべり、階段を転がり落ち、手摺の銅球に額をぶつけると、足拭き
マットの上に座った姿勢で着地しました。ひどく気分が悪くなってしま
い、頭には大きな瘤が出来ていました。エルミーヌとジャックは恐怖に戦
き、上から四段目の階段に座り込んでしまい、お互いにしがみ付いていま
した。ジャックは船酔いになりかけていました。階段は横に揺れたり、上
がったり、下がったり、急に跳ね上がったり、段一つ一つが入れ替わった
りしました。二人は四つん這いになって後戻りしようとしましたが、とて
もできませんでした。ちょうどその時乳母が入って来ました。途端に階段
の動きが止まり、いつもの静かな階段に戻りました。「今度はどんな悪戯
を仕出かしたんだい！」と乳母は叫びましだ。そしてエリックを見ると、
「まあ！なんてひどい有様なの！」「階段のせいなんだ」と子供達は説明し
ようとしました。しかし乳母は又かと言う様に肩を竦めると、エリックの
瘤に塗るアルニカチンキを探しに行ってしまいました。子供達は乳母に馬
鹿にされていると感じ、とても腹を立てました。なんて嫌らしい階段なん
だ！階段の銅球を外す事ができないので、午後は仕方なく居間の大きな
シャンデリアに取り掛かる事にしました。それはヴェネチアンガラスでで
きていて、とても美しくダイヤモンドのようにキラキラと輝いていまし
た。それに手が届くよう立派な足場を組みました。エルミーヌはその天辺
まで上り詰めると、壁に掛かっている鏡に映し出された自分の姿を見よう
としました。彼女は人の言う事を聞かないけれど、とても御洒落好きでし
た。自分の姿にうっとりとする筈でした。でも何という事でしょう。そこ
に映し出されたのは見苦しいけど多少自分に似ている小さな魔女の姿でし
た。魔女が腕を上げたり舌を出したり身を屈めたりすると、鏡の前の自分
も同じ動作をしていました。もっと良く見ると魔女はとても醜い姿でし
た。エリックも鏡に近づくと、鏡の中にはじろじろと彼を見る小さな怪獣
の姿がありました。それは歪んで化け物になったエリックで、全体的に腫
れ上がった、見るも恐ろしい姿でした。エルミーヌとエリックは泣き出し
ました。気持ちが動転してしまい、エルミーヌは机と椅子で出来た足場の
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天辺から落ち、その拍子に足場も一気に崩れ落ちました。とても痛かった
ので更に大声で泣き出してしまいました。眠っていたお爺さんはこの騒ぎ
で目を覚ましました。そして居間に入ってきました。子供達は鏡を指し
「この鏡が、この鏡が」と言いました。お爺さんが鏡を見ると自分の姿が
写っていました。彼は、子供達は狂っているとでも言う様に頭を振りまし
た。そしてまた肘掛け椅子に戻って眠ってしまいました。でもまだエル
ミーヌとエリックとジャックは恐怖に戦いていました。「物」達の反乱は
それだけに止まりませんでした。動物と「物」達は既に総攻撃を仕掛けて
いたのです。ジャックがうっかり猫の尻尾を踏み付けると「どこに目をつ
けているの？」と冷やかに言われました。靴紐は夜の間に勝手に結ばれま
した。生き残った振子時計らは自分達の気まぐれにしか働かず、正午には
九時を告げ、三時には正午を知らせました。大きな楡の枝は夜になると子
供達の部屋の窓を恐ろしい程規則的に叩きつけました。インクは書くにつ
れ色を変え、ペンは夏休みの宿題の紙に大きなシミを付け、石鹸は風呂で
体を洗おうとすると見る間に溶けてしまうか泡を立ててくれません。砂糖
も溶けません。オウムのココは汚い言葉を発し、インコのニコデムは鶫
（つぐみ）の様な声をあげ、鏡は顰めっ面を映し出し、絨毯は足掛けをしま
した。このように「物」達は反乱していました。猫のレオナールはこんな
歌を髯（口）ずさんでいました。『眠っている「物」を起こすな、そのまま
静かにしておいてくれ、静かにするのが「物」の宿命、無防備な「物」眠っ
ている「物」を起こすな、困らせると意地悪になるぞ。ベッドサイドマッ
トは噛みつくよ、ドアは一晩中音を立てるよ』
第八章 前章の続き、でも終わりではない 子供達はもう一歩も動こうと
せず指一本挙げようとしませんでした。三日間で「物」らは子供達を征圧
し恐怖を行き渡らせました。料理人のマリアまで幾つかの悪戯を受けまし
た。鍋を取ろうとすると鍋の柄は豚の尻尾のようになって栓抜きの形に巻
き上がり、コーヒー挽きが手回しオルガンのように音楽を奏でた時にはマ
リアは気を失いそうになりました。しかし乳母は、「幻覚だったのでしょ
― １８８ ―
う。子供達みたいに一時的に気が狂ったのよ」と言いました。それでマリ
アは見間違えたのだと思いそれ以上言いませんでした。しかし「物」は人
間とは違います。悪意も恨みも抱きません。暫く子供達はかくれんぼをし
て遊んでいました。三日も経つと全ては元に戻りました。掛時計や振子時
計は正確に時を刻み、階段は悪戯を止め、インクは色を変えることもなく、
動物達も再び静かで人なつっこくなりました。
子供達はいつまでもかくれんぼをして遊んではいられません。またもエ
ルミーヌが全てを台無しにしました。「洗濯物置き場（洗濯物をたたむ所）
にある振り子時計の鳩がどんなふうに動くのか分解してみない？」この提
案は大喜びで受け入れられました。鳩時計の鳩は美しい振子時計の中に囚
われの身となっていました。３０分おきに小さな鎧戸が開き、木の小鳥が出
て来て「クックー、クックー」と時刻の数だけ鳴きました。エリックは十
八の刃が付いているナイフを、ジャックは踏台を、エルミーヌは鋏を持っ
てきました。そして三人は洗濯物置き場に閉じこもりました。十分後、自
由になった鳩は部屋中を叫びながら飛び回りました。「クックー、クッ
クー」至る所を飛び回りエルミーヌの髪の毛に止まりました。ジャックは
ぎょっとして窓を開けました。すると鳩は飛び去りました。菩提樹の大木
の上で「クックー、クックー」とくすくすと笑っているのが聞こえました。
恐らくその鳩が「お家」の器具達に子供達と「物」らの間で戦争が再開さ
れた事を知らせたのでしょう。その上エリックが大変な間違いを犯しまし
た。お爺さんの祖父、プチミネ海軍大将の肖像に炭で立派な口髭の悪戯書
きをしたのです。洗濯物置き場の鳩の解放、海軍大将の口髭、これでもう
十分でした。戦いは再開され、凄まじいものとなりました。いつもは静か
で動かない「物」全ては、異常に活動的になりました。またいつもは動き
音を立てていた「物」らは動かなくなり、黙り込んでしまいました。ドア
は夜中、音を立て続けました。家具の横を通りかかると角で意地悪くぶつ
かって来ました。光が目に入って眩しくなるように日除けが持ち上がりま
した。鍵は二重に閉まった戸棚の後ろ奥隅に隠れ込みました。「さあ、子供
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達は親の言うことは聞かないけれど私達の言う事なら聞く様になるでしょ
う！」と「物」達は言い合っていました。全ての振子時計は止まり、蛇口
から水は出なくなり、自動ドアはもはや自動的には動かなくただ風を通す
ためだけに開くようになり、ドアと窓の取っ手はもはや回らなくなりまし
た。しかし子供達の遊びの指揮を執るエルミーヌは「物」達に劣らぬ頑固
者でした。「お前達『物』はもう私達に仕えないのね！ならば見ていなさ
い！」と叫びました。家は戦場と化しました。振子時計達は動かないの？
すると分解されました。床には文字盤や針、歯車、バネなど、時計のあら
ゆる部品が散らばっていました。蛇口はもう水を出さないの？すると分解
されました。子供達はエリックの十八刃のナイフで水道管を取り外しまし
た。貯水槽を分解してしまったので水浸しになり、危うくお爺さんと乳母
とマリアを溺れさせる所でした。子供達は錠、留め金、ドアを取り外しま
した。給湯器をばらばらにしました。自動ドアを取り外し、電話とストー
ブをバラバラにしました。家はもはや廃虚、荒廃、無秩序となってしまい
ました。全く頑固な子供達でした。「明日は屋根の上の避雷針を取り外す
のよ！」とある夜、寝る前にエルミーヌは決めました。その夜、「物」達は
重要な作戦会議を開きました。「あの子供達の悪戯にはもう耐えられない。
厳しい制裁を加えなくては」と鏡付洋服箪笥が言いました。「彼らを徹底
的に罰さなくては！」「この限度を超えた遊びを止めさせなくては！」「止
めさせなければ家まで分解されかねない！」「彼らか、我々かだ！」と
「物」達はわめきました。そしてバラバラにされたピアノの残骸の上で、い
じわるな火箸と残忍な焼き串回転器が復讐の歌を即興で作りました。『我
らみんなで敵に向かって立ち上がろう。武器をとろう！休み無く彼らを追
い回そう。我らを激しい不安に陥れる子供達に突撃だ！』運命の日の朝、
陽は昇りました。
第九章 子供達の今までの行いが信じ難い事態に発展する 秘密はしっか
り守られました。どの鏡も期待を隠そうとして曇る事も無くどの引き出し
も軋むことはありませんでした。またいかなる「物」も瞬きさえする事も
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ありません。朝食の後エルミーヌの枕元に小さいジュールら四人の子供達
が集まった途端、何と四人の乗ったベッドサイドマットは飛び上がり、窓
から出て行ってしまったではないですか。エルミーヌ、ジャック、エリッ
クとジュールはあっけにとられていました。四人は突然全速力で空を飛び
回るマットに囚われたのです。あっという間にマットは庭園を飛び越し、
菩提樹の上の方へ上昇しました。子供達にはお家が地平線の彼方に小さく
なって行くのが見えました。そして、玄関の階段の上には二つの黒い小さ
な点が忙しそうにぐるぐる回っているのが見えました。そう、乳母とお爺
さんでした。お爺さんの髭がしっかり見えました。お爺さんは空を見て
真っ直ぐに立ち、手を目の上にかざしていました。「おお、わしの孫達
が！」とお爺さん。「私の可愛いジュール」と乳母はめそめそ泣いていまし
た。「あの腕白達！奥様と旦那様が帰ってきたら何と言えば良いのかしら。
あの腕白達今度は一体何を始めたのかしら！」如何にこんな腕白な子供達
でさえもこれ程の大胆な遊びには巻き込まれたくはありませんでした。地
上８００メートルもの高さで体を覆う物も手すりや柵といった設備も無い
マットの上では、眼も眩む恐怖の旅です。ただ一人小さいジュールだけが
心地良さそうにしていました。彼は景色を見るためにマットの縁飾りまで
はいはいして行きました。余りにも行き過ぎてマットから落ちそうになっ
たので慌ててエリックがジュールのシャツを掴みました。そして落ちない
ようにジュールを安全ピンでマットにつなぎ留めました。「びっくりし
た！」とやっと言葉を取り戻したジャックが言いました。マットはとても
速く飛んでいましたので、言葉は風に消され、髪は乱れ、鼻の先は冷えて
しまいました。「何て言ったの？」とエルミーヌが叫びました。ジャックは
前より大きな声で、「びっくりしたって言ったんだよ」と答えました。
「ベッドサイドマットの上を歩く前にもっと用心するべきだったわ。この
マットはペルシア絨毯よ。海軍大将がバグダッドから持ち帰ったの。あち
らでは暇な時にはどのマットも多少は空を飛ぶんだって」「どうしてペル
シアでは絨毯が飛ぶの？」とジャックが聞きました。「どうしてって飛行
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機がないからに決まってるでしょ、バカね」「ふうん」ジャックははっき
りしない説明に納得はしていませんでしたが、いったんエルミーヌが言っ
たからには黙るしかありませんでした。それに飛んでいる絨毯に今乗って
いるのだから絨毯は飛べるのです。事実は事実です。疑いの余地はありま
せん。それでもジャックは別の質問をしたくなりました。「ねえエルミー
ヌ、どうしてペルシアには飛行機が無いの？」「もちろん空飛ぶ絨毯があ
るからよ！」「そうか」とジャック。そして景色を見ました。彼らはもう随
分家から離れていました。クリスマスツリーの銀色の飾りのように太陽の
光に輝く川を横切りました。下の方に大きな森があり空から見る緑色の
木々は丸くて苔に似ていました。下の方では少し風が吹いているようでし
た。毛を逆なでされている猫の毛のように木々が揺れているからです。西
には畑が織りなす丘が幾つも連なっていました。四角や三角の畑、エル
ミーヌの髪の色の小麦畑、薄緑色のウマゴヤシの畑、濃い緑色の野原や、
ピンク、青、黄、赤の色とりどりのチューリップの畑。それから、太陽の
下で光を反射し白い蛇のようにくねる道路も見えました。東には踏切が
あってそこを通る玩具のようなとても小さな電車が見えました。でも煙を
吐いているので本物の汽車でした。子供達は止まって風景を眺め方向を確
かめたかったのですが、マットはとても先を急いでいる様に見えました。
マットはどんどん速く進みました。幸い太陽はすっかり昇っており子供達
はそれほど寒くはありませんでした。「さあ、もうここには分解する物は
何一つないぞ。君達はここならおとなしくせざるを得ないね！」「誰が
喋ったの？」子供達は辺りを見回しました。それは傍で一生懸命バタバタ
と飛んでいる振り子時計の鳩でした。鳩は疲れていたので飛んでいるマッ
トの端に止まりました。疲れているにも拘らず横柄な態度でした。「私達
を馬鹿にするために来たのなら生憎ね。私達は楽しんでいるのよ。そうで
しょ、エリック？」と、エルミーヌ。「ずっと僕は飛行士になりたかったん
だ。だからなんて運が良いんだろうって思っているよ！」「何とでも言っ
てなさい。何時までそう言っていられるかしら。マットはあなた達にいろ
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んな物を見せてくれるわ。うんざりするほどね。そのうち、もう帰ってと
頼むことになるさ」鳩はそう言うと意地悪そうに笑いながら飛び立ちまし
た。「もしお家に伝言があるのなら私に任せなさい」と言って消えて行き
ました。家の事が思い浮かぶと子供達は悲しくなりました。ただ一人
ジュールだけは平気そうに指をしゃぶっており、ときたま擦れ違う小さな
白い雲に手を振って挨拶をしていました。ベッドサイドマットはまた高度
を増して行きました。雲に覆われた辺りに達しそして雲の上へ上がって行
きました。まるで濡れた綿の中を歩いているような感じでした。「ハク
ション！」とジュール。風邪をひかないようにエルミーヌは彼の体を擦り
ました。やっと雲から抜け出るとその上を飛びました。マットは雪の上を
滑る橇（そり）の様に雲の上を滑っていきました。やがて彼らは海の上に
出ました。「もっと遠くに行くのかな？」とエリックはエルミーヌに訊き
ました。「どうかしら。止まりそうにないわね。私達はいったいどの辺にい
るのかしら？」鋭い叫びが彼らを飛び上がらせました。かもめの群が近づ
いていました。「私達、何所にいるの？」一番年老いたかもめが、横柄な声
で答えました。「英仏海峡の上だよ。ベルギーの方に飛んでるよ」かもめは
子供達を軽蔑していました。「地上人だって事、丸見えね。なんて質問をす
るのだろう。きちんと方角を把握できないと迷ってしまうよ。誰が舵を
取っている？」「私よ」エルミーヌが胸を張って答えました。本当は絨毯
が勝手に飛んでいるだけなのに。「そう。部下達に服を着せたほうが良い
よ。北に向かって行けば寒くなる。そんな服装では間に合わないよ」「忠
告ありがとう。でも、ここに着る物なんてないわ」「残念だこと。考えな
かったのね」とかもめは言いました。「残念だこと」と他のかもめらも繰り
返しました。そして子供達に背を向けました。「かもめってすごくいやな
鳥ね。でも何とかしなくちゃ」とエルミーヌは思いました。「私が指揮をと
るわ」とエルミーヌは宣言しました。「エリック中尉、私の補佐に任命す
る。船員ジャック、あなたは乗組員よ。そしてジュールは乗客。乗客は何
処に行ったの？」乗客は、親指をしゃぶりながら眠っていました。「よろし
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い。では、今の位置を確認しましょう」そう言うと彼女はマットの上に腹
這いになって、下の方をのぞき込みました。北東に海岸が見えました。「ベ
ルギーに違いないわ」遠くから鳥の群が飛んで来るのが見えました。「指
揮官、横から鳩の群」とエリックが叫びました。鳩の群が近づいて来まし
た。子供達はハンカチを取り出して鳥達に大きく合図をしました。エル
ミーヌは手をメガホンの様にして叫びました。「こちらベッドサイドマッ
ト。キャプテンエルミーヌ。プチミネ部隊。母港は“藤屋敷”旗は白」「こ
ちら“伝書鳩連合”速達会社。キャプテンルル。母港はアントワープ。旗
は鳩羽色。何かお手伝いできますか？」「赤ん坊が乗っているけど何も掛
ける物がないの」「了解。任せて下さい」と指揮官の鳩が言いました。する
と鳩達は一斉に地上に向かって急降下しました。その姿はまるで一人の人
間のように、と言うより一羽の鳩のように見えました。「戻って来ると思
う？」「もちろん。伝書鳩はとても真面目な鳥達だからね」果たして十分
後。ジャックが合図しました。「千メートル下に鳥の群発見。上って来る。
こっちに来る。戻って来た！」先頭の列には牛乳の入った哺乳瓶を持った
コウノトリ、パンを持った鳩、ジャムを持った鳩、とチョコレートを持っ
た鳩が飛んできました。そしてこの四羽の後ろには色んな種類の鳥の群が
続いていました。鳥達はそれぞれ嘴に枝を銜えていました。鳥の群の中に
はヤマガラ、雀、セキレイ、ウソ、コマドリ、アマツバメ、燕、カワラヒ
ワ、ベニツバメ、ノガン、ヨシキリ、小夜鳴鳥、ムクドリ、ミソサザイ、
カワセミまでいました。みんな空の鳥の歌を歌いながらぺちゃくちゃお
しゃべりしたり、ピーピー鳴いたり、口笛を吹いたり。『ベニツバメと雀、
ヤマガラと雲雀、キジバト、ムクドリ，タゲリ、セキレイ。細い嘴と優れ
た羽，肥えた雲雀も雀もウソもツバメも、低く飛んだり、高く飛んだり。
僕達は歌う、僕達は動く、身軽に旋回しながらたいしゃくしぎ、しゃこ、
鳩、輝く太陽の下で。紅雀も雀も細い嘴と優れた羽、僕達は鳥、羽の生え
た空の民』様々な色の鳥の大群は、飛び続けるマットの上を旋回しながら
飛びました。鳥達は交替で荷を置きに来ると、数分で藁と小枝と苔ででき
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た大きな巣がマットの中央に作られました。後はこの大きな柔らかく暖か
い巣の中に小さいジュールを寝かせるだけでした。ジュールはこの揺籃程
ある巣に移される時も目を覚ましませんでした。「ありがとう、ありがと
う！」と子供達は叫びました。「どういたしまして。大した事無いですよ」
と鳥達は返しました。そしてバタバタと羽でお別れをし、戻って行きまし
た。エルミーヌは小さいジュールに哺乳瓶でミルクを飲ませました。エ
リックとジャックと三人でパンとジャムとチョコレートを次の食事の事も
考えて分け合って食べました。
題１０章 バグダッド製の空飛ぶ古い絨毯のベッドサイドマットではどうす
れば足を濡らさずに北極まで行けるか（でも不安で一杯） 彼らはブ
リュッセル、アントワープ、ハーグ、アムステルダムの上空を飛びました。
ずっと下に見える家々は模型のようでした。時々、雁の群や飛行機に出会
いました。飛行機の乗客は、空の上でベッドサイドマットに乗った女の子、
二人の男の子と大きな鳥の巣に入った赤ん坊に出会って驚いている様子で
した。でも今の時代では何も驚く程の事ではありません。日が暮れる頃、
海の見える所に到着しました。「あれは北海だと思うな」と地理に強いエ
リックが言いました。「じゃあ、私達寒さで凍えちゃう！ねえ、何時かこの
意地悪なベッドサイドマットは止まると思う？」「しっ！こんな時に悪口
言わなくても良いでしょ。何も良くならないよ」とエリックが答えました。
マットは平然と飛び続けていました。まもなく、海の上に浮かぶ船の数が
段々と減ってきました。海面には夏に飲むオレンジュースに浮いている様
な大きな氷が浮いていました。「氷山だ」と地図に明るいエリックが言い
ましました。「それなら私達、北極の方に向かっているの？」とエルミーヌ
が訊きました。「残念ながらその様だ」ジャックは泣き出しました。「僕北
極なんか行きたくない。北極なんか行きたくない」彼は地団太踏んでいま
したが、マットは気にもしない様子でした。マットは全速力で飛び続けま
した。子供達はとても心細くなりました。彼らには古時計を分解したり
「物」を虐めたいという思いはもう全くありませんでした。今はひたすら家
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に帰りたいだけでした。こんなにも気持ちが惨めになった上に雪が降って
きました。小さいジュールは巣の中で暖まっていましたがエルミーヌとエ
リック、ジャックは凍え始めました。三人はもう地団太踏むのではなく体
を暖めるために足踏みをしていました。そんな時エルミーヌに良い考えが
浮かびました。「雪小屋を作ろうよ！」三人はマットの上に積もった雪を
集めて固め、イヌイットのように小さな丸い家を造り始めました。雪小屋
は夜になって完成しました。その中に小さいジュールの巣を入れると三人
とも中に入りました。雪小屋はとても小さいながら暖かでした。お互いに
しっかりとくっつき暖め合いました。子供達はパンとチョコレートをほん
の少しずつ食べました。小さいジュールは自分の哺乳瓶のミルクを飲み干
しました。そして互いに約束しました。いつか家に帰れたらもういたずら
はしない、手にした物を手当たり次第分解しない、と。不安になると誰で
も自信が失せ、ひたすら悪事を後悔するものです。子供達はやっとその事
に気が付きました。彼ら四人共、眠りに落ちました。一方絨毯は北の方へ
飛び続けました。子供達が翌朝目が覚めた時幻覚かと思いました。誰かが
ベットサイドマットの上でヴァイオリンを弾いているではないですか！エ
ルミーヌが最初に雪小屋から顔を出しました。幻ではありませんでした。
若者がマットの端に足をぶらぶらさせて腰掛けていました。マットは雪の
重みで大小の流氷が浮かんだ海の上を低く飛んでいました。若者は水の中
に糸を垂らして、糸を見張りながらヴァイオリンを弾いていました。エ
リックとジャックも雪小屋から出てくるとあの時の放浪の音楽家と気付き
ました。「リュドヴィックだ！」と彼らは叫びました。「君達のお役に立と
うと思ってね。僕は確かに君達の親友のリュドヴィックだよ。実は僕は天
使なんだ。でもほかの天使達と一緒に居ても詰まらなかったので地上を歩
いていたのだよ。今僕はね、君達が小さな子供のようにすやすやと眠って
いる間、君達のお昼のために魚を釣っているところだったんだ」とその時
糸が引いたので、リュドヴィックは糸を手繰り寄せ引きあげました。釣り
上げた大きな魚を袋の中に入れました。そして糸をしまい、ヴァイオリン
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を置き、大きなカバンからジュールのための哺乳瓶を取り出しました。そ
れからパン、チキン、クリームチョコレート、クリーム菓子、おいしいそ
うな食事をたっぷり出しました。子供達はとてもお腹が空いていたので飛
びつきました。「いい勉強になったでしょう」と彼らが食べるのを見なが
らリュドヴィックが言いました。「はい！」と声を合わせて子供達が答え
ました。「いつお家に帰れるの？」とエリックが訊きました。「そろそろ家
が見える筈だ」とリュドヴィックが答えました。そしてこう付け加えまし
た。「僕が君達の家に行った時、君達は僕にすごく優しかったので良かっ
たね。そうでなかったら、僕は君達の不幸な運命をそのままにしておいた
と思うよ。そうなれば君達は寒さと飢えとで死んでいただろうね」「あな
たは本当に僕達の親友だよ。僕達あなたの為なら何でもするよ」と子供達。
「そう。僕達は親友だよね」いつもの質問屋のジャックが尋ねました。「で
もどうして天使の格好をしていないの？どうしてヴァイオリンを弾く
の？」天使のリュドヴィックはため息をつきました。「天使というのは背
中に羽が生えていて白い衣装を着てリュートを弾いていると思われている
けど実際は違うよ。だから君達に合ったときから羽は無かったでしょ。そ
のうえ、、、」しかし彼は空に黒い点をみつけたエリックに中断されまし
た。この黒い点は徐々に大きくなり、次第に近づいて来ました。「あれは一
体何？」「あれ？もちろん『お家』だよ」と天使のリュドヴィックが答えま
した。
第十一章 子供達が空飛ぶベッドサイドマットに乗って飛び立った後「お
家」がどうなったのか 子供達がマットに誘拐されてからは、「お家」はか
つて無い程の穏やかさに包まれました。乳母の悲嘆にも拘らずお爺さんは
仕方がないので何時しか安らかな眠りに戻っていました。事件を知らされ
た警官達が家に調査に来ていました。「この二十世紀の時代にですよ、に
も拘わらずそれで、じゃ、子供達がマットに乗って消え去った、などとい
う事を我々に信じさせるおつもりじゃないでしょうな？」警官達はとても
大きな声で「はっはっは！」と、太い髭を親指と人差し指でねじりながら
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笑っていました。乳母は警察官に数日前辺りをうろついていた放浪者がい
た事を話しました。「にも拘わらずそれで、じゃ（警察官の口癖だから気に
しないでください、意味の無い言葉ですから）、その放浪者があなた方の
子供達を誘拐したに違いない」そう言うと自転車に乗り、消えた子供達を
捜しに行ってしまいました。「お家」はとても静かでした。ニコデムとプル
シェリはハコベと栗粒を暢気に食べていました。猫のレオナールは誰にも
邪魔されずに小鼠と大鼠を追いかけていました。階段は銅玉を太陽の光に
輝かせ、鍋も家具ものんびりとしていました。鏡付き洋服箪笥は、閉まっ
た鎧扉から透けてくる太陽の光を目を閉じてうっとりと浴びていました。
「お家」は動かず、静かで、平和でした。しかし全く動かず、静か過ぎて、
平和過ぎました。いつもうるさく付きまとう三人の騒々しい子供達と赤ん
坊に慣れていたので、またこれら三人の明るくて怖いものなしの腕白な遊
び（例え残酷でも）や叫び声（例えかん高くても）、悪趣味だが同時に楽し
い発明に慣れていたので、いつもとは全く違うと感じていました。家には
人の行き来が無くなり、打ち沈んだ空気が流れていました。部屋では隠れ
んぼをする者は誰も無く、もうお尻をこすり付けて階段の手摺をピカピカ
にする者もいません。「お家」は退屈していたのです。火鋏は顎が外れるほ
ど大きな欠伸をし、鏡はうとうとし、鏡付き洋服箪笥はあぐらを掻いてい、
暖炉は何かを心配していそうで物思わしげでした。それに兎も角も「物」
達は少しは恨みを持っているにせよ、皆思い遣りがあります。「物」達を今
困らせている事は、ベッドサイドマットがエルミーヌ、エリックとジャッ
ク、その上小さいジュールまで乗せて行ってしまったことです。「赤んぼ
を。ぷっ、ぷっ、赤んぼを。これはちょっとやり過ぎたね」と、鞴（ふい
ご）が息を吹きながら言いました。時間が経つにつれ、哀れみは最初小さ
いジュールに対してだったのですが、他の三人の子供達に対してまで広
まって行きました。マットはやり過ぎです。マットは子供達を懲らしめる
為に彼らを少しの間散歩させて来ると言ったのにあまりに長すぎます。
「彼らに何も起きていなければ良いが」とつい最近村の時計屋に直しても
― １９８ ―
らった振り子時計が溜息をつきました。「私は彼らを恨んでなんかいない
さ。敢えて言うなら彼らが懐かしい」と調律中のピアノは言いました。「エ
ルミーヌはなんて綺麗なの」とある鏡。「エリックは何て冒険心旺盛なの
だろう」と応接間の肘掛椅子。「ジャックはほんと頭が良い！」「小さい
ジュールはとても可愛い！」その夜「物」達は良く眠れませんでした。猫
のレオナールはニャーオーニャーオーと鳴きながら行ったり来たりしてい
ました。「彼らに一体何が起きたのだろう？」と鳴いていました。インコの
プルシェリとカナリアのニコデムは頭を羽の下に入れて３３３までいくら数
えても眠れませんでした。そして乳母の泣き声と悪夢にうなされているお
爺さんの大きな鼾に邪魔されて、物達は全く眠れない夜を明かすと、「何
かしなくては！」と鏡付き洋服箪笥が言いました。「私達には何も出来な
いよ」と弱々しく鳩時計が言いました。「いいや出来るよ。彼らを探しに行
くのよ」「とんでもありません！この『お家』は少なくとも二百歳以上だ
し、一度も旅をしたことはありませんよ」「旅は『家』を育てるよ！」と
今まで一度も口を開かなかった小さい踏台が大声で言いました。「投票し
よう。出発に賛成する『物』は？」鏡付き洋服箪笥が提案しました。「私
だ！私だ！」一つを除いて他の「物」達は皆叫びました。「誰が出発に反対
だ？」「僕だ」弱々しく高い声で鳩が言いました。「賛成多数で出発に決ま
りだ」鏡付き洋服箪笥が宣言しました。「みんな持場に就け。ニコデムとプ
ルシェリは窓に張り付いて。見張り番のレオナールは屋根の上そして鞴、
竈と煙突達はエンジンに張り付いて」「全速前進！」無線機は動き出し、
乗組員は命令に従って行動を開始しました。「イチ、ニーィッ！」と火鋏達
は尖った声で叫んでいました。「イチ、ニーィッ！」と肘掛け椅子と椅子達
は繰り返しました。機関士の炭バケツは「帆を広げろ」と声を限りに叫ん
でいました。昔、彼は３本マストの船の料理人として雇われていました。
皆それぞれの役割を果たさなければなりませんでした。地にしっかり根付
いた古い家はそう簡単には動きません。小さな震動を与え続けるとやっと
少し動き出したので震動を段々大きくしていきました。朝の十時辺りに
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やっと「物」達を乗せた家は浮きました。やかんの汽笛は唸り声を上げま
した。マリアと乳母が台所の窓に駆け付けた時はもはや手遅れでした。庭
園は既に小さな四角形に見え、あっと言う間に遠ざかって行きました。そ
して雲が一つ自分の家に入るように部屋に勝手に入って来ました。マリア
は家が飛んでいるので気を失いました。乳母は酢と冷たい水で彼女を起こ
すと、急いでお爺さんを起こしに行きました。お爺さんは起き上がると窓
から外を見ました。すると、燕がお爺さんの首と髯の間をすり抜けて飛び
去り流れ星が帽子を取りました。地上では空飛ぶ家を見て手を上げている
農家の人達の姿が見えました。「もちろん」とお爺さんは言うとまた眠っ
てしまいました。「ベッドサイドマットに乗った三人の子供達と赤ん坊を
見かけませんでしたか？」と途中出会う鳥達にレオナールは尋ね続けまし
た。「ええ、あっちの方へ飛んで行きましたよ。半日ほど前に通るのを見ま
した」鞴、竈と煙突達は力を込めると、家は高度と速度を増して飛びまし
た。地下室にたむろしていたネズミ達は階段の下に集まりました。猫のレ
オナールには彼らを追いかけ回す暇はありませんでした。それに内戦を終
わりにする時が来たのです。「みんな一致団結だ！」と鏡付き洋服ダンス
は言いました。「面舵一杯！速度３０ノット！みんな位置につけ！」とまた
叫びました。オウムのココは屋上の監視場にいるレオナールと代わりまし
た。とても自慢に思っている声なので、ココは十五分おきに「異常無し！
全て順調！」と叫んでいました。「良い声をしているね。『無声映画』に適
しているよ、おいぼれさん！」と、ちょうど家の近くを飛んでいたむく鳥
の群が皮肉りました。誰もが知っての通り、むく鳥は特に育ちが悪いので
す！家の裏から長く垂れた藤と木蔦の茎は海草のように風になびいていま
した。日中、家の窓は全て開いていて、空と海と大地の織りなす美しい景
色が見えました。日が暮れると鏡付き洋服箪笥は警告灯として明りを点け
させました。そうすれば夜行性の鳥達が真っ暗な空で、家の壁にぶつかる
ような事もありません。「お家」は高度千メートルを飛んでいました。速度
は３０ノット、４０ノット、５０ノットと上がって行きました。同じ事をしてい
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ると何時かは慣れてしまうように遂には乳母とマリアは空の旅がとても楽
しくなりました。お爺さんが夕食をとるためには彼女達を探しに行かなけ
ればならないほどでした。そうでもしなければ彼女達は何時までも窓際で
空や雲や景色を眺め続けていたでしょう。夜になると寒さが増してきまし
た。皆は窓を閉じカーテンを引きました。そして屋上にいる監視員の為に
藁を運びました。監視員は煙突にもたれて温まることが出来たので幸いで
した。翌朝ちょうどレオナールと交代したばかりのココは遠くに飛んでい
るベッドサイドマットを見つけました。「子供達発見」と煙突の中に叫び
ました。家中大騒ぎになりました。「見つけたぞ！」「あっちだ」「元気な
の？」お爺さんはプチミネ海軍大将の望遠鏡を取り出して覗きました。ハ
ンカチを振っている三人の子供達、小さいジュールと天使のリュドヴィッ
クが見えました。「よかった。生きている！」家中踊り出しました！ピアノ
がポルカを弾き、ベンチは背もたれ付き椅子や肘掛椅子達とファランドル
を踊り始めました。応接間のシャンデリアは、喜びのあまりはしゃぎ過ぎ
ていた薪台と振り子時計にぶつけられ、その弾みで家から投げ出されそう
になりました。屋根に上ったレオナールは、旧敵のオウムのココと激しく
踊っていました。
第十二章 終わり良ければすべて良し 子供達が家に乗り移ると直ぐエル
ミーヌが指揮を執り、フランスに向かいました。空飛ぶ絨毯であった事を
思い出して飛ぶことが益々楽しくなったベッドサイドマットは、まとわり
ついてくる子犬のように悪戯っぽく飛び跳ねながら家に付いて来ていまし
た。エリックは断固としてアメリカを通って帰りたかったのですが、エル
ミーヌは両親が心配している筈だと言って反対しました。そのためほんの
少しだけ遠回りをし、ニューヨークの上空を掠めて行くことにしました。
アメリカ人達はとても不満でした。三階建ての小さなフランスの家が大都
市の上空で雲をくすぐり、摩天楼を発明した彼らを茶化しに来るとは！
アメリカ人は文句を言いましたが子供達の大胆さには感心しました。飛行
機や飛行船が子供達を訪れて玩具や飴やケーキを渡しました。「もちろん」
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と言った後、お爺さんはまた眠ってしまいました。帰り道に「お家」は何
千という数の鳥達に出会いました。これらの小鳥達は「お家」に会いにフ
ランスから来たのです。「お家」の周りを囲みました。「物」達と仲直りし
たエルミーヌ、エリック、ジャックは古時計やピアノ、コーヒー挽きなど
をもう分解しないとみんなの前で約束しました。リュドヴィックは玄関の
軒下の踏段に座ってヴァイオリンを弾いていました。とても心地よく弾い
たので、夜眠った村の上を通ると村人達は起きだして空から聞こえる音楽
に耳を澄ましました。一週間後「お家」は菜園と庭園の上空に着き、そっ
と元の場所に下りました。エルミーヌがこの操作の指揮を執っていまし
た。彼女が藤の茎と木蔦の根っ子の碇を下ろしました。少し揺れ次に衝撃
があり、そしてすっかり元通りになりました。居心地のよい、頑丈で陽気
な大きな家が気持ち良さそうに庭園に納まりました。白い壁、赤い屋根、
緑色の雨戸。夕日側は木蔦に覆われ、朝日側は藤に覆われ、ごしきひわが
巣を作り、煙突は穏やかに煙を出していました。子供達は庭園に下り鉄棒
で遊びました。その間リュドヴィックはじっとしていられず、庭のニラネ
ギとメロンに水をかけ始めました。しばらくして道から鞭のピシャッとい
う音と馬の蹄の音がしました。プチミネ夫妻が滞在していたドゥラキン将
軍宅から戻って来たのです。彼らは大喜びの子供達を強く抱き締めまし
た。彼らが家に入ってくるとお爺さんは目を覚ましました。「子供達はお
利口にしていましたか？」とプチミネ夫人は訊きました。「もちろん」とお
爺さんは答えるとまた眠ってしまいました。
注
 ここでは子供にとっては難しい発音の語ばかりです。特に「ラ」の音の「R」
が付くラミナグロビスの発音は非常に難しい。この語を一気に発音する前に
「とても可愛い子」を表す「mon petit minet（モン プティ ミネ）」と言った
後に、この「ミネ」に似た音を持つ短い語ラミネ、ラミノを発音してラミナ
グロビスと続けます。
― ２０２ ―
un minet（ミネ）：一般に猫は un chatといいます。しかし親しい人同士の間で
の砕けた会話ではもう一つの猫を示す un minetという語を使います。また親
が自分の子供を「とても可愛い子」と呼ぶときには mon petit minetと言いま
す。
Raminagrobis（ラミナグロビス）は十六世紀の作家ラブレー（Rabelais）の小
説に登場する猫の名前です。これは大きく、太っていてフサフサした毛並み
を持つ猫で、人間同士の喧嘩を審判しています。また十七世紀の作家ラフォ
ンテーン（La Fontaine）の書いた説話集 Fables の中の１話、「ネコ、イタチ、
子ウサギ」（le chat, la belette et le petit lapin）にこの猫が登場して動物同士の喧
嘩の審判をしています。でもこれら小説では可愛さとは程遠い猫です。
 フランス語で苔は lamousseといいます。ジャックが遊んでいる樅の大木の根
元には大抵苔が生えています。またジャックの遊びの中で出てきた少年水夫
はフランス語で le mousseといいます。更に pierre qui roule n’amasse pasmousse
（転がる石には苔は生えぬ）という、良く知られている諺があります。これら
共通にでてくる mousseという言葉に引っ掛けて、ここでは苔が出てきまし
た。
 Il était un petit navireという古い歌があります。この歌は不気味なユーモアが
含まれているにも拘わらず、フランスの子供達に今でも歌い続けられていま
す。昔、長い航海に出た船で食料が底を突いたので誰かを食べようとなった
ときです。誰にするか決めるのに On tira z’à la courte paille，（くじを引きまし
た）Pour savoir qui‐qui‐qui serait mangé（誰がたべられるのか）Le sort tomba
sur le plus jeune（くじは一番若い水夫に当たった）航海の守り神マリア様にく
じに当たった少年水夫が助けて下さいとお祈りしたところ Des p’tits poissons
dans le navire（小さい魚が船に）Sautèrent par‐par‐par et par milliers（一杯飛び
込んできた）。それで Le jeune mou‐mou‐mousse fut sauvé（少年水夫は助かっ
た）と陽気に歌います。ここでは、（２）に出てきた苔の la mousseを少年水
夫の le mousseに引っ掛けているので食べられちゃうよとしています。
 これも上の古い歌の内容に掛けています。
 食べられるのは少年水夫（le mousse）です。でも la mousseは苔のほかにケー
キのムースオショコラも指します。ここでは少年水夫をムースオショコラに
掛けたのでこのチョコレートでできた少年水夫は食べられるとしています。
 Le général Dourakine「ドゥラキン将軍」はドセギュール公爵夫人（la Comtesse
de Ségur）が１８６３年に書いた物語です。
― ２０３ ―
 Les enfants du capitaine Grant「グラント船長の子供達」は１８６８年出版のジュー
ル・ベルヌ（Jules Verne）が書いた小説です。
 Les aventures de Jean-Paul Choppart「ジャンポール・ショパールの冒険」は
１８４２年出版のルイ・デノワイエ（Louis Desnoyers）が子供達向けに書いた小
説です。
 Les aventures du Capitaine Corcoran「コルコラン船長の冒険」は１８６７年出版の
アルフレッド・アソラン（Alfred Assolant）の小説です。
 Le sapeur Camember「カマンベール工兵」はフランスで初めて出た漫画の一
作品で、その主人公です。クリストフ（本名ジョルジュ・コロン１８５６‐１９４５）
が書きました。この漫画は１８９０年から１９８６まで連載発行されたものを全て集
め、一冊の本となりました。
 注のminetのもう一つの意味は「身だしなみがきちんとしている若者」で
す。
 les voyages forment la jeunesse.（旅は若者を育てる）という諺から来ています。
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